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ふぁびゅらすスペシャル 「保育の心理学」乳幼児の発達 

Ⓒ2024sakurakosensei 転載・転売・流用禁止 

 

＜解説編＞ 

問1 正答 ４ 

Ａ × 乳児の目は、出生直後には光学的には十分発達しているため、光を感じることはできる。

しかし、焦点調節機能や輪郭に対する適応は不十分で、ぼんやりとしか見ることができない。 

Ｂ 〇 感覚と運動が結びつくようになると協応動作がみられるようになる。目で見た物を、手を

のばしてしっかりとつかむというような一連の動作が、生後 5 か月ごろから可能となる。 

Ｃ 〇 ギブソンとウォークが行った視覚的断崖実験では、生後 6 か月の子どもでも、ガラスの下

の深さが浅いところは渡っても、深いところは渡ろうとしなかったとされている。この結果から、

乳児であっても三次元的な広がりを理解しているということがわかる。 

Ｄ × 乳児は胎児の頃から母親の声を聞いているが、明確に母親の声と認識できるようになるの

は、生後 2 か月を過ぎた頃からである。 

 

 

問2 正答 ３ 

Ａ 〇 トレヴァーセンは、生後 5 〜 6 週間ごろから、養育者が感じていることを察知する能力

を間主観性と名付けた。 

Ｂ × エインズワースのストレンジ・シチュエーション法による実験の結果である。回避型の子

どもの場合、手のかからない子ととらえられがちであるが、3 歳以降で分離不安を起こす子どもに

は、この回避型の子どもが多いとされている。 

Ｃ × 子どもと養育者とのかかわりかたによって形成される愛着の形は異なるため、選択肢のよ

うにすべての子どもが生後 1 年で安定型愛着を形成するとは断言することはできない。通常多くの

子どもは、生後 1 年くらいで養育者との間に安定型愛着を形成するが、この時期に養育者との間で

不適切なかかわりかたが多いと、安定型愛着ではなく不安定型愛着を形成する可能性があり、その

場合は安定した愛着関係とはならない。 

Ｄ 〇 不安定型愛着には、回避型、両価型、混乱型がある。両価型はアンビバレントともよばれ、

一つの対象に対して、愛と憎しみというように相反する感情が同時に存在する状態をいう。 

 

 

問 3 正答 ４ 

１ × 反抗挑戦期という言葉はない。 

２ × 第二次反抗期は学童期後半から青年期にかけて、親や学校、社会に対し、反抗的な態度を

取る時期である。これは心理的な成長の過程である。 

３ × 心理的離乳期は、青年期にみられる現象で、親から精神的に自立しようとする行動をいう。 
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４ 〇 2 〜 4 歳頃、第一次反抗期が現れる。この時期は、何にでもイヤ、ダメを繰り返したり反

抗的態度をとったりするなど、自己主張が強くなる。これは自我意識にめざめてきたと考えられる。 

５ × モラトリアム期は、青年期において、社会における義務と責任を果たすことを免除される

期間のことをいう。 

 

 

問 4 正答 ３ 

１ × 自分の行動の結果を想像して躊躇するようになるのではなく、自我が芽生えてくるために

見られる態度である。 

２ × 自分だけを見て欲しいというような態度は、弟や妹が生まれて母親の関心がそちらに向い

てしまったようなときなどによくみられる。自分に構ってほしいという気持ちの現れであるが、第

一次反抗期にみられる態度とは異なる。 

３ 〇 2 〜 4 歳ごろには自我が芽生え、それがはっきりとしてくる。しかし、それを自分ではコ

ントロールできないため、どうすればよいのかわからず、一方的に自己主張が先行することになる。 

４ × 第一次反抗期にみられるイヤ、ダメなどの自己主張は、わがままによるものではない。自

我意識が明確になってきたものととらえるのが自然な経過といえる。 

５ × 2 〜 4 歳では、親を試そうとする意識にはまだ及ばない。 

 

 

問 5 正答 ４ 

A × 選択肢は、ブリッジスの情緒の分化についてである。ルイスは誕生時には、満足、苦痛、興

味の原初的感情をもって生まれ、生後３か月頃までに、喜び、悲しみ、嫌悪の感情がみられるように

なり、６か月頃までに、驚き、怒り、恐れの感情が分化していくとした。 

B × 社会的微笑とは、生後３か月ごろ、人があやすと笑うようになることを指し、これは外から

の働きかけによるものであるため、乳児自身の内的反応ではない。生理的微笑は新生児が発する、

微笑のような表情で、感情は伴わない生理的な動きとなり、乳児の内的反応といえる。 

C × ものの永続性とは、 布で物を覆うなどして、ものが直接見えなくなっても、そこにものは

存在しているという事実のことである。この概念を理解できるようになるのは、およそ生後 8 か月

以降となる。 

Ｄ 〇 循環反応とは、何度も繰り返して行う体の動きのことである。たとえば乳児はものを取ろ

うとして、ものを見て、それに手を伸ばし、手を使ってものを取る、ということを繰り返し、ものを

取るには手を伸ばせばいい、という認知機能を高めていく。 


